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格子模型はMatsubara-Matsuda rM-M)によってHeの 石島が第 2種の相転

移であり,Tlの圧力依存性と定圧下の体積の温度依存性などを説明する目的で導入 され

た｡本研究の目的は,格子模型によって液体又はガス状態をどの程度まで説明出来るかの

限界を明らかにすることである｡そのためには,先ずM-Mの格子模型そのもので RPA

以上の精密で物理量を求める方法を兄い出し,実験値と比較すること,次に実験結果をよ

りよく説明出来る格子模型をっくることである｡今回は,前者の問題が解けたので報告す

る｡

既に筆者等によって,異方性ハイゼンベルグ模型が, 2時間温度グリーン関数の方法を

用いて解かれてお り,その-応用としてM-M 格子模型を廉 くことが出来る｡ こゝでは

温度 ,圧力などについての全領域での性質に限定し,臨界点近傍の性質は別の方法で別の

機会に行なう｡系の/､ミル トニアンを

H = 2 〔JX( s fX s X十 S f y Sgy)+ J Z s fZsgZ 〕 -hX号 sfX< fg > g

hZ号s fZ, hZ'Ⅹ = gpBHZ'X (1)

とおくと, 2時間温度グリーン関数の運動方程式は

E+2Z口 Z-JX㌔)<sZ>-hZ o , - 2 Z (JX- JZγk )< S+>+hX

o ,E-2Z(JZ-JXγk)<SZ>+hZ , 2Z(JX-JZγk)<S｢>-hX

-ZJX(1-,k)<S-* ihX , ZJX(1-rk)<S+>-ihX, E,

×

≪ S+ :Q≫ Ek

≪S~:Q∋bEk

乾 SZ :Q> Ek
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･Q- f(SnZ)S芸 , F(βα)- < 〔SPn ,Q〕_>, γk-三Z.elk.A

で与えられる｡グリーン関数 ≪ S工 :Q二≫Ek,≪ SZ : Q≫ Ekの極の対称性は,

長い計算の後で spir)operatorsの交換関係から保証されることが確められ,それに

より近似 のself-cof]Sistency も保たれていることが分った｡得られた結果のう

ちで最も簡単な分散関係を取 り出 してみると, JJXl> JJZJのとき,

Ekニ ト 2zJX(1-γk)(-2Z(JXIJZγk)くS+>2-
(3)

2zJX(1-γk)(hZ/2Z(JZ-JX))2)〕1/2

M-Mの結果と比較すると,T-0,hZ-0, k-0 の極限で一致する｡以上の方法

で得られた詳しい結果については英文で報告する｡
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